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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 41,854 6.1 1,234 101.4 1,794 70.3 520 △22.2

2021年3月期第3四半期 39,446 △5.8 613 △36.3 1,053 △27.4 668 △31.8

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　150百万円 （△75.8％） 2021年3月期第3四半期　　622百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 37.14 ―

2021年3月期第3四半期 47.09 ―

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 111,225 67,917 61.1 4,845.46

2021年3月期 97,392 68,462 70.3 4,886.11

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 67,917百万円 2021年3月期 68,462百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― ― ― 50.00 50.00

2022年3月期 ― ― ―

2022年3月期（予想） 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 58,800 7.3 2,100 11.1 2,600 10.7 2,100 27.9 149.85

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

（注）連結業績予想の修正につきましては、本日（2022年２月９日）公表いたしました「特別利益（投資有価証券売却益）の計上及び業績予想の修正に関するお
知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 15,325,642 株 2021年3月期 15,325,642 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 1,308,862 株 2021年3月期 1,314,072 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 14,014,207 株 2021年3月期3Q 14,200,003 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　なお、業績予想に関する事項につきましては、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（2021 年４月１日～2021 年 12 月 31 日）におけるわが国経済は、新型コロナ

ウイルス感染症のワクチン接種が急速に進んだことにより経済活動が回復する兆しが見られましたが、新た

な変異株の感染拡大により下振れリスクへの懸念が高まり、依然として先行き不透明な厳しい経済状態にあ

ります。 

砂糖業界におきましては、砂糖消費量が依然として減少傾向にあることに加え、新型コロナウイルス感

染拡大の影響により、全般的に厳しい状況が続いております。 

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の売上高は、主に砂糖事業及び飼料事業の売上の増

加により、前年同期比 6.1％増の 41,854 百万円となり、経常利益は、主に砂糖事業の損益改善及び飼料事

業の増益により、前年同期比 70.3％増の 1,794 百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、第２四半

期連結会計期間において持分法適用関連会社の株式売却損を計上したことにより、前年同期比 22.2％減の

520百万円となりました。 

 

当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29 号2020 年３月31 日。以下、「収益 

認識会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用しております。「収益認識会計基準」等の適 

用に関する詳細につきましては、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関す

る注記事項（会計方針の変更）」に記載の通りであります。 

 

セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

＜砂糖事業＞ 

 砂糖セグメントの売上高は、清涼飲料向け等の需要に若干の回復がみられ、前年同期比5.6％増の27,987

百万円となりました。損益につきましては、コスト削減等に努め、382 百万円のセグメント損失（前年同期

は873百万円のセグメント損失）となりました。 

＜食品事業＞ 

食品セグメントの売上高は、オリゴ糖等食品素材の売上増加等により、前年同期比 6.7％増の 1,775 百万

円となりましたが、セグメント利益は、製造原価の上昇等により、前年同期比 32.0％減の 16 百万円となり

ました。 

＜飼料事業＞ 

飼料セグメントの売上高は、主に配合飼料の売上増加により、前年同期比 12.4％増の 7,954 百万円とな

り、セグメント利益は、ビートパルプの増益により、前年同期比30.7％増の768百万円となりました。 

＜農業資材事業＞ 

農業資材セグメントの売上高は、主に紙筒(移植栽培用育苗鉢)の売上減少等により、前年同期比 7.6％減

の 2,058 百万円となり、セグメント利益は、コスト削減に努めたものの売上減少の影響を受け、前年同期比

88.9％減の16百万円となりました。 

＜不動産事業＞ 

不動産セグメントの売上高は、前年同期並の 1,153 百万円となり、セグメント利益は、前年同期並の 714

百万円となりました。 

＜その他の事業＞ 

その他の事業の売上高は、スポーツレジャー施設等の売上回復により、前年同期比 9.4％増の 923 百万円

となり、営業利益は、前年同期比17.1％増の147百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 13,832 百万円増の 111,225 百万円で、こ

のうち流動資産は、主に原材料及び貯蔵品の増加により前連結会計年度末比15,814百万円増の63,529百万

円となり、固定資産は、主に投資有価証券の時価の下落により前連結会計年度末比 1,981 百万円減の

47,695百万円となりました。 
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一方、負債の合計は、前連結会計年度末比 14,376 百万円増の 43,307 百万円で、このうち流動負債は、

主に短期借入金の増加により前連結会計年度末比14,693百万円増の32,964百万円となり、固定負債は、前

連結会計年度末比317百万円減の10,343百万円となりました。 

純資産は、前連結会計年度末比544百万円減の67,917百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2022 年３月期の業績予想につきましては、2021 年 11 月９日に公表いたしました 2022 年３月期連結業績

予想を修正しております。詳細につきましては、本日（2022 年２月９日）公表いたしました「特別利益

（投資有価証券売却益）の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,881 5,397

受取手形及び売掛金 7,611 5,445

有価証券 3,500 6,000

商品及び製品 26,643 24,463

仕掛品 1,696 4,413

原材料及び貯蔵品 2,583 10,127

その他 1,800 7,686

貸倒引当金 △0 △4

流動資産合計 47,714 63,529

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,667 11,619

その他（純額） 12,625 12,806

有形固定資産合計 24,293 24,426

無形固定資産 344 445

投資その他の資産

投資有価証券 23,231 21,281

退職給付に係る資産 1,363 1,379

その他 471 164

貸倒引当金 △26 △1

投資その他の資産合計 25,040 22,823

固定資産合計 49,677 47,695

資産合計 97,392 111,225
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,114 5,438

短期借入金 11,662 16,164

未払法人税等 335 179

その他 5,157 11,181

流動負債合計 18,270 32,964

固定負債

長期借入金 233 257

役員退職慰労引当金 22 22

退職給付に係る負債 4,614 4,498

その他 5,790 5,564

固定負債合計 10,660 10,343

負債合計 28,930 43,307

純資産の部

株主資本

資本金 8,279 8,279

資本剰余金 8,418 8,416

利益剰余金 43,663 43,480

自己株式 △2,630 △2,619

株主資本合計 57,730 57,556

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,389 10,013

繰延ヘッジ損益 3 1

退職給付に係る調整累計額 338 347

その他の包括利益累計額合計 10,731 10,361

純資産合計 68,462 67,917

負債純資産合計 97,392 111,225
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 39,446 41,854

売上原価 28,323 31,147

売上総利益 11,122 10,706

販売費及び一般管理費

販売費 8,321 7,233

一般管理費 2,188 2,238

販売費及び一般管理費合計 10,509 9,472

営業利益 613 1,234

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 563 604

持分法による投資利益 8 32

その他 37 55

営業外収益合計 611 694

営業外費用

支払利息 71 75

固定資産処分損 73 41

その他 25 17

営業外費用合計 171 134

経常利益 1,053 1,794

特別利益

固定資産売却益 - 3

役員退職慰労引当金戻入額 - 1

その他 - 0

特別利益合計 - 4

特別損失

固定資産処分損 27 55

関係会社株式売却損 - 675

減損損失 14 -

その他 - 20

特別損失合計 41 751

税金等調整前四半期純利益 1,011 1,047

法人税等 343 526

四半期純利益 668 520

親会社株主に帰属する四半期純利益 668 520
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 668 520

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △76 △375

繰延ヘッジ損益 △0 △2

退職給付に係る調整額 31 8

その他の包括利益合計 △46 △370

四半期包括利益 622 150

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 622 150

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

  ①原価差異の繰延処理 

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ

解消が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）及び流動負債（その他）として繰延べて

おります。 

②税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。 

  

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」

という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に

移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとい

たしました。 

 これにより、当社及び連結子会社は、商品又は製品の販売において、従来は出荷時に収益を認識し

ておりましたが、顧客に納品した時点で収益を認識する方法に変更しております。また販売奨励金・

リベート等の顧客に支払われる対価は、従来、販売費及び一般管理費として処理する方法によってお

りましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。 

   収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積

的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方

針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会

計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新た

な会計方針を遡及適用しておりません。 

   この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,219百万円減少し、売上原価は751百万円減少し、

販売費及び一般管理費は1,433百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

それぞれ35百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響は軽微であります。 

    

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融

商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱

いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしてお

ります。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高 

外部顧客への売上高 26,499 1,663 7,074 2,228 1,134 38,601 844 39,446

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
142 21 11 0 84 260 6,420 6,680

計 26,642 1,684 7,085 2,228 1,219 38,862 7,264 46,127

セグメント利益 

又は損失（△） 
△873 23 588 151 632 522 125 648

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施

設・書店の営業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 522 

「その他」の区分の利益又は損失（△） 125 

セグメント間取引消去 △35 

その他の調整額 0 

四半期連結損益計算書の営業利益 613 

 

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高 

外部顧客への売上高 27,987 1,775 7,954 2,058 1,153 40,930 923 41,854

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
162 21 11 14 93 303 7,163 7,467

計 28,149 1,797 7,966 2,072 1,247 41,233 8,087 49,321

セグメント利益 

又は損失（△） 
△382 16 768 16 714 1,133 147 1,280

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施

設・書店の営業等を含んでおります。 

 

 

 

 

 

 

日本甜菜製糖㈱(2108)　2022年3月期　第3四半期決算短信

- 9 -



 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 1,133 

「その他」の区分の利益又は損失（△） 147 

セグメント間取引消去 △46 

その他の調整額 0 

四半期連結損益計算書の営業利益 1,234 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用

し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を

同様に変更しております。 

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「砂糖」の売上高は1,688百

万円減少、セグメント利益は19百万円減少し、「食品」のセグメント利益は2百万円減少し、「飼料」

の売上高は468百万円減少、セグメント利益は8百万円減少し、「農業資材」の売上高は10百万円減

少、セグメント利益は2百万円減少し、「不動産」のセグメント利益は1百万円減少し、「その他」

の売上高は51百万円減少しております。 
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